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～行動する「人づくり」として、ソフト面での温暖化対策を目指す～

◆計画書兼報告書の集計
◆表彰事業所の決定
◆優良な取組みの表彰

区ＨＰ等で模範となる取組み情報の取得・共有

区民等

取組みの実行

取組みの拡大・普及

■従業員300人以上
⇒義務提出
(特定事業者)

■従業員300人未満
⇒任意提出

提 出

表 彰

屋上緑化

PC節電モード

事業所

温暖化配慮行動を実施
毎年度、計画書兼報告書
を提出

千代田区

令和５年度
表彰事業所

最優秀賞 株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

特別賞 株式会社エービーシー商会、日本生命保険相互会社
環境配慮賞 スバル興業株式会社

温暖化配慮行動計画書制度

過去の提出件数（合計）

令和５ 令和４ 令和３ 令和２ 令和元

３５２ ３２１ ３２７ ２５５ ２７０

令和５年度
計画書兼報告書の提出件数
義務提出者 297 事業所
任意提出者 55 事業所

情報の閲覧

情報の公開・提供

資 料 ３
令 和 ５ 年 1 2 月 2 6 日
地球温暖化対策推進懇談会
環 境 政 策 課
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～令和５年度表彰事業所 主な取組み一覧～

主な取組み内容

最優秀賞 株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

環境配慮賞 スバル興業株式会社
主な取組み内容

🔶 環境に配慮した容器の導入推進

石油由来のインクや着色を削減した環境配慮型容器に変更する取組みを2023年５月から全国で順次開始。こ
れまでは、弁当などの見栄えを優先して黒や茶色の着色をした容器が主流となっていた。この取組みは、年間
約800トンのCO2削減につながり、さらに、容器はリサイクルに適したものへとなっている。

🔶 食品ロスへの取組み

食品ロス削減を目的とした「エシカルプロジェクト」を全国で展開。この取組みでは、販売期限が近づいた
おにぎりやパンなどの対象商品を、電子マネーnanacoで購入したお客様に、税抜販売価格の５％分のボーナス
ポイントを付与することで、お客様と一緒に食品ロス削減を目指している。

🔶 リニューアブルディーゼルの試験運用

一部の道路維持作業車においてリニューアブルディーゼルの試験運用を2023年３月から開始。同燃料は廃食
油や動植物油等を原料として製造され、ライフサイクルアセスメントベースでのCO2排出量を石油由来軽油比
の約90％削減することができる。

🔶 エコドライブの推進

道路維持管理業務を主要事業としており、数多くの車両を保有。「TOKYO SMART DRIVER」（現・JAPAN 
SMART DRIVER）のサポート企業として、事故防止およびエコドライブの推進を行っている。
首都高速道路を例に挙げると、事故が１件減少した場合に事故渋滞が２キロ、CO2排出量が３トン、軽減で

きるといわれている。
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～令和５年度表彰事業所 主な取組み一覧～

主な取組み内容

特別賞 株式会社エービーシー商会

特別賞 日本生命保険相互会社
主な取組み内容

🔶 建物の省エネルギー化

「環境にも人にも優しいオフィス」をコンセプトに本社をエコビルディングに建て替え、千代田区初のBEI
値0.5以下を達成。BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）認証においてももっともすぐれた星５を取得。
また、社員を対象とした省エネ化につながる行動変容の取組みに関する研究を建築設計事務所および大学と

実施。

🔶 GHGプロトコルに基づく脱炭素への取組み

温室効果ガス排出量の算出、報告の国際的な基準であるGHGプロトコルに基づき、温室効果ガスの排出量の
把握に取り組んでいる。具体的には、スコープ１(直接排出)、スコープ２(間接排出)、スコープ３(サプライ
チェーン排出)について算出を実施。排出量削減の方策立案、排出量削減目標値の設定は、今後実施予定。

🔶 「ニッセイPlastics Smart運動」の推進

環境省が主催するPlastics Smart運動へ賛同し、業務や日常生活で使用するプラスチックのリデュース・リ
ユース・リサイクルに努めている。その一環で、「プラスチッククリアファイルゼロ」を目標に設定。企業活
動におけるクリアファイルの使用量を削減すると同時に、新規購入するクリアファイルをプラスチック製から
紙製に切り替える目標で、2024年度以降は全て紙製にすることを目指す。

🔶森林整備ボランティア活動

主に社員から構成されるボランティア組織“ニッセイの森”友の会では、（公財）ニッセイ緑の財団ととも
に1992年から森づくりに取り組んでいる。これまでに植えた苗木は138万本を超え、“ニッセイの森”は全国
207カ所に拡がっている。


